
  

第１３回
太陽地球惑星系科学（STP）

シミュレーション分科会

長野県松本文化会館、２０１４年１１月１日



  

アジェンダ
● STEシミュレーション研究会の案内（簑島）
● 第８回３学会合同セッションの報告（松清）
● STEL共同研究課題の募集（梅田）
● Plasma Conference 2014 シンポジウム開催の案内（松本）
● ポスト「京」戦略分野課題（宇宙天気）の状況報告（松本）



ＳＴＥシミュレーション研究会
～計算手法から結果公開まで～

• 講演募集中

日程：１２月２２日（月）午後～２４日（水） 場所：海洋研究開発機構・東京事務所

申し込みサイト http://st4a.stelab.nagoya-u.ac.jp/simulation2014/

研究会概要：

太陽地球系科学・プラズマ科学に関するシミュレーション全般、領域間／スケール間結合

モデル、宇宙天気シミュレーションなどの最新の研究成果を発表する場として、また、

・ 新しい計算アルゴリズム手法

・ 計算によって得られた結果の物理解釈

・ プラズマ科学の普遍的解釈

・ H26年度中に更新される大型計算機の紹介とその有効活用方法

・ 情報学的解析手法を取り入れた高度な可視化手法による解析手法

・ データ管理や情報公開など、計算結果の取扱手法

等を議論する。ＳＴＥ研計算機共同利用研究の報告会を兼ねる

招待講演者（ＪＡＭＳＴＥＣより）：

・板倉憲一：次期地球シミュレータ（ＥＳ３）について

・松岡大祐：情報可視化について

・西浦泰介：粒子法シミュレーションの高速化について



第8回プラズマ宇宙物理3学会合同セッション

報告

JpGU2014年大会

日程：2014年4月28日～5月2日
場所：パシフィコ横浜

全講演数 85件 （内、SGEPSS ~24件）
口頭：68件、ポスター17件

※サブセッションリーダーなし
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プラズマ宇宙物理3学会合同セッション
--- アンケート調査結果 ---

SGEPSS第220号会報

( http://www.sgepss.org/sgepss/kaihou/kaihou220web.pdf )

•継続を望む意見が多数
•レビュー講演の充実
•若手の参加誘発
•新たな分野の取り込み
•開催頻度の再考
•国際化
：



第9回合同セッションは天文学会担当（詳細は未定）

SGEPSS ：
杉山徹（JAMSTEC）
中村匡（福井県立大）
松本洋介（千葉大）
松清修一（九大・代表）

物理学会：
永岡賢一（NIFS）
横井喜允（東大）
成行泰裕（富山大・代表）

世話人
天文学会：
松元亮治（千葉大）
新田伸也（筑波技術大）

横山央明（東大）
固武慶（福岡大）
犬塚修一郎（名大・代表）



共同研究課題募集＠STEL
• 研究集会

– 開催地・開催テーマを含め、幅広いご提案を
 歓迎します！

• 計算機利用共同研究
– 2015年4月より、システムがアップグレードします。

・FX10（384ノード、90TFlops）
⇒ポストFX10(仮)（2500ノード以上、2.9PFlops）
・CX250（IvyBridge、368ノード、190TFlops）
⇒CX250（Haswell、368ノード、420TFlops）※推定値

• 締め切り（２０１５年１月１５日）が早いので
 ご注意ください！

 
詳しくはSTELのHPへ



  

Plasma Conference 2014
シンポジウム開催のお知らせ

「スーパーコンピュータ「京」が切り拓くプラズマ科学」

    11月20日(木) 15:00-18:00 B会場　
　座長：前半：渡邉智彦（名古屋大），後半：松本洋介（千葉大）

    S12-1　趣旨説明　　　松本洋介（千葉大・理学研究科）
    S12-2　京で解くニュートリノ輻射輸送問題と超新星爆発
　　　　　滝脇知也（理研・長瀧天体ビッグバン研究室）
    S12-3　核融合プラズマにおける電子／イオン系乱流のマルチスケールシミュ
レーション　　前山伸也（原子力機構・システム計算科学センター）
    S12-4　無衝突磁気リコネクションの３次元運動論シミュレーション
　　　　　藤本桂三（国立天文台・理論部）
    S12-5　京を用いた連星磁場中性子星の数値相対論シミュレーション
　　　　　木内建太（京大・基礎物理学研究所）
    S12-6　弱磁化小天体のグローバルブラソフシミュレーション
　　　　　梅田隆行（名大・太陽地球環境研究所） 



  

ポスト「京」戦略分野の状況報告
（宇宙天気分野）

松本洋介（千葉大）
草野完也（名大STEL）

深沢圭一郎（京大）



  

ポスト「京」
● スーパコンピュータ「京」の次のプロジェクト
● フラッグシップ2020プロジェクトという名に
● 10PFLOPS → 1ExaFLOPS (x100) 

● 今年度より予算がついた
● 戦略分野・重点課題の選定を行い、担当機関を公募して

閉めきったところ（１１月１日現在）
● 以下、下記より入手可。

– http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/035/gaiy
ou/1351943.htm

– http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/hyouka/haihu107/haihu-
si107.html 



  

戦略分野・重点課題



  

重点9＋萌芽4課題

● 重点課題は決定。担当機関を公募
し、閉めきったところ

● 宇宙天気分野は萌芽的課題１２の
サブ課題

● 萌芽的課題は今回概算要求に乗ら
ず、来年度の要求に持ち越し



  

萌芽的課題１２

● 「宇宙天気予報」はサブ課題B。しかし、サブ課題は決定では
ない。実際に、直前まであった宇宙生命が消えた。

● 流動的状況ですが、宇宙天気が残るためのアピール、モデルの
開発・整備の議論をしていく必要があると思います。



  

システム構成

● 加速部はなくなり汎用CPUのみに
● エクサFLOPSに達成できなさそう
→



  

システム構成

● 加速部はなくなり汎用CPUのみに
● エクサFLOPSに達成できなさそう
→



次期(2014/11-2016/11)の 
運営方針について 

• 代表幹事 

– 会長：篠原(継続) 

– 総務：三好 ⇒ 松本 

– 会合：松本 ⇒ 三宅 

– 研究集会、会合：杉山 ⇒ 深沢 

– 研究集会、会合：寺田 ⇒ 加藤 

– Web、ML、研究集会：梅田（継続） 

• 研究集会開催予定（案） 

– 京都（2015年度） 

– 仙台（2016年度） 
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